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R5-9 

後期バルク乳検査の結果について 

管内酪農家 20 戸で実施した令和５年度後期バルク乳検査の結果を集計しました。 

検査へのご理解、ご協力ありがとうございました。 

無乳性レンサ球菌、マイコプラズマ及び BVDウイルス遺伝子は検出されませんでした。 
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バルク乳検査で、ストレプトコッカスウベリス（S.uberis）陽性となる農家が増加していま

す！（S.uberis陽性戸数：R4 後期 16.7％（４戸/24 戸） → R5 後期 35％（７戸/20 戸） 
 

S.uberisは、難治性で再発率が高い乳房炎を引き起こします。そのため、予防が非常

に重要です。 
 

〇対策  

・敷料をこまめに交換し、清潔で乾燥した状態を保ちましょう。 

・正しい搾乳衛生を心掛けましょう。 

特に、プレディッピングと乳頭清拭は入念に。 
 

個体乳の検査による感染牛の摘発等、対策については家畜保健衛生所にご相談く

ださい。 
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ストレプトコッカスウベリスにご注意を！ 
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（環境性レンサ球菌の一種） 


